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≪研究ノート≫
ペルー・アンデス，アレキパ県プイカ
行政区における中地形・小地形システム
苅 谷 愛 彦＊
１．はじめに
アンデスは南米大陸西岸に連なる陸上では最長の山脈で，地形や気候，
植生などの特徴に基づき北部，中央および南部に区分される（山本ほ
か，２００７）。アンデスは南北方向の長さにくらべ東西の幅が狭い点に特徴
があるが，ペルーからボリビアに至る北部中央アンデスでは東西の幅が３００
km程度，標高が３５００－４５００mに達する広大な高原が発達する。この高原
をプナ（アルチプラノ）とよぶ。
プナは過去数千万年間の地殻変動や火山活動で基本的な骨格が形成され，
平坦な地形が完成した（Thouret et al.,２００７）。また更新世後期（１２～１．１
万年前の期間で，おおむね最終氷期にあたる）には氷原・氷河が発達し
（Francoise et al., ２００９），それらの侵食・堆積作用で平坦な地形がいっそ
う強調されたが，１．１万年前以降の完新世（後氷期）に入ると氷原・氷河
の大半は温暖化で消滅した。
プナのうち太平洋に近い乾燥プナ（Troll，１９６８）では乾燥冷涼気候が
支配的で，荒涼とした風景がみられる。そこではキアヌに代表される乾燥
に強いアカザ科の雑穀などを除き，農作物の栽培を行うことはかなりむず
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かしいが，氷河の融け水で涵養される河川や湖沼が点在し，インカ時代以
前から牧民によってリャマやアルパカが飼われてきた。一方，プナは深さ
２０００－３０００mにも及ぶ峡谷に刻まれている。峡谷では河川や地すべりの
作用で削剥が進み，低平な土地は少ない。しかし比較的温和な気候を活か
してイモ類や雑穀類，トウモロコシが古代から農民によって栽培されてき
た（Perry et al., ２００６）。プナの牧民と峡谷の農民とは，生活の主体は異
なる場所に展開しているものの，肉類と農産物の物資交換などの経済的な
関係のほか，祭りの共同開催など多様な社会関係を結んでいることが知ら
れている（稲村，１９９５）。
中央アンデスを特徴づけるプナとそれを刻む深い峡谷において，人々は
図１ 調査地域
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どのような自然環境のもとで，どのように牧畜や農耕を発展させてきたの
かという疑問をめぐり，文化人類学や民族学，自然地理学の研究者による
共同調査が進められてきた（稲村，１９９５；稲村，２００７など）。特に，典型
的なプナと峡谷が展開するペルー南部アレキパ県ラ・ウニオン郡プイカ行
政区（図１）は集中的な調査がなされたフィールドの１つである。筆者も
この地域の地形について詳しい地形分類を行い，地すべり地や河成段丘面
が住民により選択的に利用されている様相を明らかにした（Kariya et al.,
２００５）。またプナの縁辺や峡谷に多発する巨大地すべりに着目し，それら
がこの地域の農耕・牧畜や景観形成に影響を及ぼしてきた可能性を論じた
（苅谷，２０１２）。
ところで，地形の分布や成り立ちを理解する手段として，地形の階層性
に着目して地形を分類する方法がある。これは，主に地形の空間的広がり
に応じて地形を大地形－中地形－小地形－微地形に区分するものである
（貝塚ほか編，１９８５；表１）。一般に，地形はそのスケールごとに年代や形
大地形 大地形 中地形 小地形 微地形
 ＜１／１０００万 １／１０００万－
１／２００万
１／１００万－
１／２０万
１／５万－１／１万 ＞１／５０００
 １０００m ２００－５００m ５０－１００m ５－２０m ０．２－２m
 地殻の厚さ
プレート運動
地殻変動
（内作用）
地殻変動
地質構造
気 候
（外作用）
岩 質
気 候
岩 質
土 壌
 １０８年 １０７年 １０６－１０５年 １０４－１０３年 ＜１０３年以下
 大 陸
大洋底
中央海嶺
島 弧
海 溝
山地台地
成層火山
谷
沖積錐
モレーン
河 床
崖 錐
構造土
大地形：地球規模の大地形，大地形：狭義の大地形，地図のスケール，
等高線（等深線）の間隔，地形の特徴を支配する要因，地形年代，例．
貝塚ほか編（１９８５）を改変．地形年代はめやす．
表１ スケールによる地形の分類
234
成作用，構成物質が異なるので，地形分類を行うことによって地形を特徴
づける要素や属性を系統的に理解することができる（図２）。実際，Kariya
et al .（２００５）は小地形－微地形スケールでプイカ行政区とその周辺地域
の地形区分を試みた。集落の形成や牧畜，農耕は小地形－微地形スケール
の地形上で展開されることが多いので，Kariya et al .（２００５）のアプロー
チは地形と土地利用との関係を探るうえで妥当だったと思われる。一方，
プイカ行政区において，牧畜や農耕が行われる小地形－微地形の上位にど
のような中地形－小地形が存在するのかは整理されていなかった。ある場
所（例えば，プナの一角）に立って周囲を見渡したとき，人間の感覚（主
に視覚）で最もよく認知できる地形スケールは中地形－小地形であろう（図
２）。プナや峡谷がどのような地形で構成されているのかを概括的に理解
するには，中地形－小地形スケールでの地形分類が適切だと考えられる。
図２ さまざまな地形のスケールと，それらに対応する地形，空間の広がり，
および地形認識の手段
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本研究ではプイカ行政区の地形を対象に，中地形－小地形スケールで地
形分類を行ったうえで，各地形の形態・分布や構成物質，形成作用，年代，
利用状況を整理した。そして，当地域において住民生活の舞台となった地
形のあらましを明らかにした。この結果，プナは景観や生活の場としては
単調にみえるが，内作用および外作用，重力で形成された多種の中地形－
小地形が展開することが判明した。ただし，それらの多くは最終氷期やそ
れ以前に形成されたもので，いわば遺物の地形である。また現在も地形形
成が活発なのは氷食谷の谷底などに限られる。一方，峡谷は地形の多様性
にはやや乏しいものの，選択的ながら地形の人為利用が盛んである。また
地形の多くは現在も形成中である。本稿では，これらの内容を論述する。
２．調査地域
２．１．調査地域の位置と自然
プイカ行政区はペルー第２の大都市アレキパの北西約２００kmにあり，
ラ・ウニオン郡に属する。中心集落はプイカ（標高３５６０m）で，同地は
プナの水を集めて太平洋に注ぐオコーニャ川の支流コタワシ川の峡谷底か
ら約５００m高い位置にある。プイカの南西約５０kmにはラ・ウニオン郡の
中心都市であるコタワシがある（図１）。
調査地域は全般に乾燥するが，乾季（５－１０月）と雨季（１１－４月）の
交替がある。ただし雨季にも連続的な降水はあまりみられない。雨季には
プナで降雪をみるが，積雪は日中には融ける。調査地域一帯の峡谷部にお
ける推定年降水量は４００－６００mm，推定年平均気温は約１４℃である（Dorn-
busch，１９９８）。プナは，これよりも冷涼で乾燥している。
プナに展開する成層火山など，標高約５５００m以上の山岳には現成の氷
河が存在する（Klein et al .１９９９）。アンデスの他の氷河と同様に，それら
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は近年顕著な縮小傾向にある。プナは全体に植生に乏しいが，湿原や河川
の氾濫原ではイチュとよばれるイネ科やカヤツリグサ科の草本が生育し，
リャマやアルパカの餌となっている。一方，峡谷では植林されたユーカリ
の林が点在するが，それ以外には高木はほとんど分布しない。
２．２．プナと峡谷の成立史
Thouret et al .（２００７）によれば，プイカやコタワシ付近におけるプナ
と峡谷の地史は，次のようにまとめられる。プナは約５０００万年前に隆起を
開始した。約２４００万年前以降に隆起速度が速まり，これに関連して大量の
溶岩や火砕流が噴出・堆積した。約１３００万年前にはプナは現在とほぼ同じ
水準まで高度を獲得した。こうしてプナの平坦さの原型ができあがった。
それと同時に，このころから谷の下刻が始まったとみられる。５００－４００万
年前ごろには深さ２５００mの峡谷が形成され，この峡谷を埋める大量の火
砕流や溶岩流が再びもたらされた。約１４０万年前以降に深い谷が再形成さ
れ，現在のコタワシ川やオコーニャ川の原型が成立した。
３．研究方法
地形分類にあたり，以下の資料と方法を用いた。
 空中写真判読による地形分類：ペルー国立地理研究所撮影・発行の縮
尺約４万分の１モノクロ空中写真（１９５５年７月撮影）の実体視により，
地形分類を行った。
 衛星画像による地形分類：LANDSATや Google Earth, World Wind
などの衛星画像・データ（１９９０年代～２０１０年取得）を地形分類の補助資
料とした。
 地勢図・地形図の読図：ペルー国立地理研究所発行の地形図（縮尺２５
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万分の１，１０万分の１，５万分の１）を対象に読図を行った。
 数値標高モデル地形陰影図の解析：NASAの Shuttle Radar Topogra-
phy Mission （SRTM）など，数値標高モデルをもとに簡易 GISで立体
鳥瞰図を作成し，地形をあらゆる仮想的視点から目視解析した。
 現地踏査：２００２年，２００３年および２０１０年に現地踏査を行った。
４．中地形－小地形スケールの地形
地形分類の結果を図３および表２，表３に示す。図３は地形分類図であ
る。表２と表３は各地形の形態・分布，構成物質，表層地質（土壌），地
図３ プイカ行政区とその周辺の地形分類
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プナ（高原）
作用 地 形 形 態・分 布
内
作
用
成層火山
大型・中型の火山体。高原と山頂との比高は数１００m－１０００m程度。
溶岩流や火砕流台地，アウトウオッシュ扇状地を伴うことも。恒
常水路を欠く。標高約５．５km以上の山体には現成氷河あり。プイ
カの北北東約１５kmのチョッコ火山や，同南南東約２０kmのフィル
ラ火山が好例。
溶 岩
ドーム
ドーム状の火山（溶岩円頂丘）。高原と山頂との比高は数百m程度。
全体に傾斜３０度超の急斜面が卓越。恒常水路を欠く。プイカの東
北東約１６kmのキウラ火山が好例。
独立した
溶 岩 流
明瞭な火山体を伴わない低平な溶岩流。末端には舌状の崖（末端
崖）が分布。溶岩堤防や溶岩側方崖，溶岩じわも発達。恒常水路
を欠く。プイカの東北東約１０kmのシリュエクに好例。
火砕流
台 地
プナの主体をなす。傾斜数度以下のところが多い。地形分類図（図
３）では表示を略。溶結部は急崖や急斜面をなすことがある。
溶岩台地
プナの主体をなす。傾斜数度以下のところ多い。地形分類図（図
３）では表示を略。塊状部は急崖や急斜面をなすことがある。
外
作
用
圏 谷
高原から突出した山体において，その山頂や谷頭に生じた椀状の
地形。コタワシ南方約２０kmのソリマナ火山には谷頭圏谷あり。山
岳永久凍土を伴うことあり。
氷食谷
高原を浅く刻む谷。横断面は U字型。深さ・谷幅は数１００m程度。
谷底に氾濫原や湿原を伴うことあり。プイカの東や北に典型例多
い。山岳永久凍土を伴うことあり。
モレーン
圏谷や氷食谷の下流側に発達する堤防状の堆積地形。氷河の末端
や側方で形成される。明瞭な稜（リッジ）を伴うことあり。永久
凍土を伴うことあり。
表２ プイカ行政区とその周辺の地形（プナ）
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構成物質・表層地質（土壌） 形成作用・形成年代・土地利用
［物質］溶岩，降下テフラ（スコリア，
軽石等），火砕流堆積物，泥流堆積物，
地すべり堆積物など。
［表層地質］土壌は未発達（古い斜面や
湿原には未熟な土壌や泥炭あり）。
［作用］溶岩流，降下テフラ，火砕流，
泥流，地すべりなど。
［年代］古いものは更新世（２５８－１．１万
年前）。完新世（１．１万年前－）もあり。
［利用］少ない（湖沼・湿原の周辺を除
く）。
［物質］溶岩，スコリア，軽石。
［表層地質］土壌は未発達。
［作用］溶岩流，降下テフラ。
［年代］更新世後期－完新世か。プイカ
の東では溶岩が最終氷期の谷を埋める。
［利用］なし（イチュがあれば放牧地に
なるが，急傾斜のため利用頻度は低い）。
［物質］溶岩。
［表層地質］土壌は未発達。
［作用］溶岩流。
［年代］更新世後期以降か。
［利用］なし（イチュがあれば放牧地に
なるが，急傾斜のため利用頻度は低い）。
［物質］火砕流堆積物。溶結部もあり。
［表層地質］古い斜面では未熟な土壌あ
り。
［作用］火砕流。
［年代］新第三紀のうち数百万年前以降。
［利用］少ない（湖沼や湿原の周辺を除
く）
［物質］層状の溶岩。
［表層地質］古い斜面では未熟な土壌あ
り。
［作用］溶岩流。
［年代］新第三紀のうち数百万年前以降。
［利用］少ない（湖沼や湿原の周辺を除
く）。
［物質］基盤岩，砕屑物（氷河・周氷河
性）。
［表層地質］土壌は未発達。
［作用］氷河（侵食）。
［年代］更新世後期－完新世。
［利用］少ない（湖沼や湿原の周辺を除
く）。
［物質］基盤岩，砕屑物（氷河・周氷河
性）。
［表層地質］古い斜面では未熟な土壌あ
り。湿原では泥炭。
［作用］氷河（侵食）。
［年代］更新世後期－完新世。
［利用］あり。牧民の小集落の形成。氾
濫原や湿原では放牧。
［物質］岩屑（礫・砂シルト・粘土を含
む）。
［表層地質］古い斜面では未熟な土壌あ
り。
［作用］氷河（堆積）。
［年代］更新世後期－完新世。
［利用］少ない
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プナ（高原，続き）
外
作
用
現河床
サイロサ川やオコルル川などの現在の流路。
氾濫原
河成段丘
面
氾濫原は現河床沿いの低平な河成面。洪水時に湛水することも。
河成段丘面は現河床沿いまたは現河床から離れた場所にある河成
の平坦または緩い地形面。
湖沼湿原
火山麓扇状地の扇端付近の湧水や，溶岩流・地すべりの堰き止め
で高原上の相対的凹地が湛水したもの。カッチェの北のエクマ湖
（プイカの北東約３０km）が好例。
重力
地すべり
氷食谷の谷壁などに分布。スランプ（回転）型地すべりや岩石な
だれなどのタイプあり。地すべり移動体に凹地や低丘が形成され
ることもあり。チュルカの北（プイカの北約１３km）に好例。
崖錐
岩壁直下などに形成される安息角をもつ直線型斜面。半円錐状を
呈する。プイカ周辺に好例あり。
峡谷
内
作
用
なし
外
作
用
現河床
コタワシ川などの現在の流路。
氾濫原
河成段丘
面
現河床沿いの低平な河成面。プイカ周辺に好例はないが，コタワ
シ周辺に多い。
沖積錐
本流に合流する支谷の出口付近に形成される小規模な扇状地。
重力 地すべり
峡谷の谷壁などに分布。スランプ型地すべりや岩石なだれなどの
タイプあり。地すべり移動体に凹地や低丘が形成されることもあ
り。プイカの周辺に好例あり。
崖 錐 プナの事例と同じ。
表３ プイカ行政区とその周辺の地形（峡谷）
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［物質］砂礫，シルト。
［表層地質］土壌はなし。
［作用］現在の河川作用（侵食・堆積）。
［年代］現在。
［利用］漁労。集水（灌漑，発電）。
［物質］砂礫，シルト。
［表層地質］未熟な土壌あり。
［作用］近過去の河川作用（侵食・堆積）
［年代］新しい（１万年前から数百年前
以内）
［利用］耕作地，放牧地，集落。
［物質］湖底下の基盤地質に依存。
［表層地質］湖底堆積物（シルト・泥炭
など）。湖岸は泥炭や未熟な土壌。
［作用］－－－
［年代］主に完新世。
［利用］漁労。湖岸では放牧や牧民の小
集落。
［物質］地すべり性の砕屑物。
［表層地質］未熟な土壌が発達すること
もあり。凹地（湿原や湖沼）では泥炭
もあり。
［作用］重力（誘因・素因は別に存在）。
［年代］更新世後期から完新世か。
［利用］湿原・湖沼の周辺では放牧。集
落。
［物質］落石・転動性の岩屑。
［表層地質］土壌は未発達。
［作用］岩石の自由落下や転動など。
［年代］更新世後期から完新世か。
［利用］耕地（またはなし）。
［物質］［表層地質］砂礫やシルトなど。 ［作用］河川作用（侵食・堆積）。
［年代］現在。
［利用］漁労。集水（灌漑，発電）。
［物質］砂礫やシルトなど。
［表層地質］未熟な土壌あり。
［作用］近過去の河川作用（侵食・堆積）
［年代］数万年－数１００年前。
［利用］耕地，集落。
［物質］砂礫（土石流性）。
［表層地質］古い斜面では未熟な土壌あ
り。
［作用］土石流や泥流
［年代］数千年～数１００年以内。
［利用］耕地，集落。
［物質］地すべり性の砕屑物。
［表層地質］未熟な土壌が発達すること
もあり。
［作用］重力（誘因・素因は別に存在）。
［年代］更新世後期から完新世か。
［利用］耕地，集落（粗大な岩塊が存在
する場合は利用価値低い）。
プナの事例と同じ。 プナの事例と同じ。
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形形成作用，地形形成年代，土地利用について整理したものである。ここ
では，それらの概要をプナと峡谷とに分けて補足的に解説する。
４．１．プナの中地形－小地形
 内作用地形
成層火山：底面の直径が数 km以上に及ぶ大型－中型の火山である。
最終氷期の氷河地形が発達することから，形成後数万年以上経っていると
考えられるが，侵食されていない新鮮な地形も存在することから完新世に
形成された部分もあると考えられる。プナの平坦面から高さ数１００m以上
突出しており，遠方からでもよく目立つ。特に，標高約５５００m以上の斜
面には現在も氷河・万年雪がみられ，ネバドとよばれてひときわ目をひく。
マグマを起源とする溶岩や降下火砕物（軽石など），火砕流堆積物および
それらの砕屑物からなり，透水性の高さのために斜面上の恒常的水路を欠
く。このため氷河の融け水が流れこむ湖沼や湿地を除き，人間に利用され
ている領域は狭い。
溶岩ドーム：溶岩円頂丘ともいう。底面の直径が数 km以下のドーム
状の火山である。プイカの東北東約１６kmにあるキウラ火山では，流出し
た溶岩が近接する最終氷期の氷食谷を埋めていることから，形成年代はか
なり新しい可能性がある。成層火山と同様に斜面上の恒常的水路を欠き，
土壌も発達していないため，利用されることがほとんどない。
独立した溶岩流：明瞭な火口（流出口）をもたない溶岩流地形がプイ
カの東北東約１０kmのシリュエク付近にみいだされる。構成物質や年代，
土地利用については溶岩ドームと同様と考えられる。
火砕流台地：上述のように，プナの地形の骨格は地質時代に噴出した
大量の火砕流と溶岩からなる。それらは最終氷期の氷食作用を受けた後も
残存し，現在もプナの随所に露出する。またプナを刻む峡谷の谷壁にもし
ばしば認められる。一部では高温の火砕流堆積物が溶結して堅固な地表面
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や崖を形成している。なお，表現の制約上，火砕流台地は地形分類図（図
３）には示していない。
溶岩台地：古い火砕流台地と同様に，プナの地形の骨格をなす。地形
分類図（図３）には示していない。
 外作用地形
圏谷（カール）：主に最終氷期の山岳氷河の侵食により，山体の山頂
付近に形成された椀状の窪みである。完新世に氷河が縮小したのちに形成
された新しい圏谷もある。プイカ周辺では典型的な圏谷はみられないが，
近隣の火山（たとえば，コタワシの南東にあるソリマナ火山やコロプナ火
山）には多数の圏谷が発達する。圏谷の底には氷河堆積物のほか，圏谷を
取りまく岩壁から落下したり，周氷河作用で移動したりした粗大な岩塊が
集積していることが多い。そのような場所には山岳永久凍土が存在してい
る可能性もある。乾燥冷涼な気候とあいまって，こうした地形の特性が圏
谷の土地利用を難しくしている。
氷食谷：プナを刻む浅い U字谷で，プイカの北にあるサイロサ川や
東にあるオコルル川が好例である。主たる形成期は最終氷期である。谷の
側壁は最終氷期中の，もしくは現成の周氷河性岩屑堆積物に覆われること
が多く，土地利用はなされていない。そのような斜面には岩石氷河が点在
することから，山岳永久凍土が生じている可能性もある。一方，氷食谷の
谷底には恒常的水路が発達することも多く，その沿岸には湿原や草原が成
立してリャマやアルパカの餌場となっている。牧民の共同体集落も成立す
る。
モレーン：最終氷期や完新世の氷河堆積作用で形成された堤防状の地
形で，圏谷や氷食谷の下流側に分布する。ふるい分けの悪い砕屑物からな
るため土地利用はまれであるが，形成年代が古いものでは薄い土壌が分布
し，イチュが生育することもある。
現河床：プナを流れる水路で，ほとんどが氷食谷の谷底にあたる。
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氾濫原・河成段丘面：プナを流れる水路脇に生じた地形で，主に氷食
谷の谷底付近にみられる。
湖沼：地形的凹所が湛水したものである。溶岩流やモレーンによる堰
き止めによっても生じる。プイカの北東約３０kmにあるエクマ湖は，モレ
ーンや溶岩による堰き止めにより幅広い氷食谷が湛水して生じたものと推
定される。またこれらの湖沼の湖岸は部分的に湿原になっており，リャマ
やアルパカの餌場を提供する。湖沼の形成時期は最近約１万年以内と推定
される。実態は明らかでないが，湖沼では自家用の漁労が行われている可
能性もある。
 重力地形
地すべり：スランプ（回転）型地すべりや岩石なだれが随所で生じて
いる。地すべり移動体の地表に低丘や凹地が生じ，後者が湛水して池沼や
湿原になっていることもある。地形構成物質は岩屑を主とするが，水域の
周辺では泥炭や土壌もみられ，イチュが生育する。オコルル川上流のカッ
チェ付近にまとまった地すべりの分布がみられる。主たる形成時期は更新
世後期から完新世と推測される。
崖錐：氷食谷などの上方に存在する岩壁から岩屑が落下し，それが下
方に堆積して形成される。表面は安息角に近く，急傾斜である。粗大な礫
で構成されるため利用は難しいが，形成が終了または停滞した崖錐ではイ
チュが生育して餌場となっている場所も散見される。
４．２．峡谷の中地形－小地形
プナと峡谷との境界は，一般にプナを刻む峡谷の谷壁の最上部に発達し
た肩状の傾斜変換線（遷急線）である（図３）。一方，プナからの水を排
出するサイロサ川やオコルル川などの河川沿いにみると，プイカから約２０
km遡上した付近に河床縦断面の遷急点がある（Kariya et al., ２００５）。河
床はこれより上流側では緩く，下流側では急となる。ここがプナと峡谷の
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境界といえる（図３）。
 内作用地形
当地域において，峡谷では内作用地形は認められない。
 外作用地形
現河床：コタワシ川など峡谷の底を流れる恒常的水路である。
氾濫原・河成段丘面：氾濫原は比較的新しい地形面で，集中豪雨が生
じた際に湛水する。河成段丘面は，峡谷底の河川沿いに生じた低平な地形
である。プイカ周辺に好例はないが，プイカから約２０km下流のアルカや，
コタワシの周辺には狭小な数面の河成段丘面が認められる。河成段丘面は
後期更新世かそれ以前に形成されたもので，一般に厚い砂礫からなる。平
坦面・緩斜面の少ない峡谷では，いずれの地形も集落や農耕地の立地に欠
かせない存在である。
沖積錐：本流に合流する支谷の出口付近に形成され，土石流扇状地と
もよばれる。古い沖積錐がどの程度の年代まで遡るのかは未詳であるが，
最近数１０年間の豪雨によって形成された新しいものも知られる。河川の出
水で運搬・堆積した砂礫を主とするため耕作には不適であるが，粗大な礫
を除去し，灌漑などで通水すれば耕地利用は可能である。
 重力地形
地すべり：スランプ型地すべりが峡谷の谷壁で生じている。構成物質
は岩屑を主とする。峡谷では地すべりは緩傾斜地をもたらすため，集落や
耕地として高度に利用されている。実際，プイカの集落も峡谷の上縁が滑
動した地すべり移動体の上に成立している。地すべりの形成年代を示す資
料はほとんどないが，更新世後期以降と考えられる（それ以前の古いもの
も含まれている可能性が高い）。なお，当地域最大規模の地すべりがプイ
カの北約１５kmのチュルカに存在する。
崖錐：崖錐が整地して耕地化された事例は，プイカの北約１０kmのワ
フタバなどでみられる。
246
５．プナと峡谷の地形特性
稲村（１９９５，２００７）はプイカ行政区やその周辺における牧畜・農耕を考
えるうえで，プナと峡谷という地形の対照性と，それぞれの場所に定住す
る牧民と農民との互恵的・協調的な経済・社会的結合を重視した。本研究
では，この視点を参考にしつつ，プナと峡谷を特徴づける自然環境要素の
１つである地形の特性を明らかにするために，プナと峡谷より時間・空間
スケールにおいて一段階下位の階層（中地形－小地形スケール）に立って
地形を整理した（図２，図３，表２，表３）。地形分類図とそれにもとづ
く地形特性の分析からは，当地域における中地形・小地形システムには次
の特徴があることがわかる。
雨季を除いて乾燥冷涼気候が卓越するプナは，植生に乏しく，砂礫地の
めだつ荒涼な景観が展開する。また平原から屹立した成層火山を除き，プ
ナの景観を際立たせているのは広大な平坦性である。いいかえれば，中地
形スケールでみたプナの景観は単調である。しかし，それ以下の階層にお
いて地形は地質時代から完新世に至る様々な時代に形成されており，バラ
エティーに富む。ただし，プナで現在みられる地形の多くは，その起源が
最終氷期の氷河作用やそれ以前の時代の火成作用にあり，遺存的な地形と
もいえる。現在，プナで活発な地形形成が生じているのは氷河やその周辺，
および氷食谷でみられる地すべりなど限られた領域である。土地利用の点
でも，プナは平坦地や緩傾斜地が多い反面，土壌は薄く，気候的にも農耕
は難しい。このため限られた斜面で放牧がなされる。
一方，峡谷は地形のバラエティーには乏しい。個々の地形の空間的広が
りも小さい。ところが，峡谷底にある氾濫原や河成段丘面，谷壁の地すべ
りなどは集落の形成や農地の開墾に選択的に利用されてきた。峡谷では地
すべりや沖積錐のように，現在も形成中の地形が多い。また峡谷の内部も
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植生には乏しいが，自然の湧水やプナからの引水による灌漑を併用した耕
地が展開しており，プイカやコタワシ，アルカなど，当地方の中心的な都
市もみられる。
中地形スケールに分類されるプナと峡谷は，その分布高度の違いに主に
起因して気温（気候）や植生に大きな隔たりがある。しかしプナと峡谷の
それぞれに分布する中地形－小地形スケールでの地形は，その分布域，構
成物質・表層地質（土壌），形成年代，利用形態に違いがあり，総体とし
ては複雑な自然景観や，プナと峡谷間でなされる牧畜－農耕という生業の
違いを反映した経済・社会交流の素地を提供している。
プイカ行政区やその周辺の中地形－小地形システムについて，まとめと
図４ プイカ行政区とその周辺における中地形－小地形システム
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して模式図（図４）を示した。この図には改良の余地がまだあるが，プイ
カ行政区とその周辺の地形配列を概念的かつ立体的に示した最初のもので
ある。
本研究には日本学術振興会科学研究費（JSPS１３３７１０１０：代表 国立民
族学博物館 山本紀夫，JSPS２２２５１０１３：代表 愛知県立大学 稲村哲也）
を用いた。プイカでの現地調査等では稲村哲也，山本紀夫，岩田修二，鳥
居恵美子，川本 芳，阪根 博，平田昌弘の各先生と，住民諸氏にお世話
になった。記して謝意を表します。また１９８６年以来，日本と世界各地の気
候景観をご指導くださった青山高義先生にも，この場をお借りして御礼も
うしあげます。
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